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開発した子ども用包丁の技能習得への効果  
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Theauthorhadaspecialkitchen knifemadeforchildrenwithaviewtoimprovingproficiencyin  

grouplessons ofskilllearning．When designing the knife，the author paid attention toits size and  
weightinviewofchildrenもhandsandfingersaswellastheirgripforce．Todeterminetheeffectofthis  
knifeon skil11earning，Icomparedthe degreeofproficiencysuchasthecuttingtimeaswellasthe  

numberandthicknessofcutpieces，uSingthreedifferentknives：aSpeCialkitchenknifedesignedby  

theauthor，afull－Sizekitchenknifeavailableinthemarket，andapeelingknifewhichissimilartothe  

ordinarykitchenknifeforchildrenintermsofsizeandweight．Thecomparisonshowsthatchildren  
wereabletocutobjectsthinnerinashortertimewiththepeelingknifeaswellasthespecialkitchen  
knife than with the full－Size kitchen knife．Apartfrom the cuttingresults．the movementofcutting  

whendealingwithobjectsofdifferingdegreesofhardnesswasalsoanalyzedtocompareandreview  
respectiveknifemovement．Theresultsofthekitchenknifemovementanalysisshowsthattheindivid－  
ualdifferencesofnon－Cuttingtimeforthekitchenknifeforchildren，Whichisanidlingtimefromthe  

momentoffinishingcuttingonepiecetothemomentofmovingontothenext，Werelessvariedcom－  
paredtothepeelingknife．Fromthisresult，itmaybeconcludedthatthekitchenknifespecificallyde－  
signed for childrenis effectiveinlearning kitchen knife skill，eSpeCial1y for grouplessons，because  

individualdifferenceislesslikelytooccur．  
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包丁は腕の力に合ったものを選ぶとよいとされてい  

る巨のに相反し，小学校の家庭科室に整備されている  

多くの包丁は成人用である2＼このように高学年児童  

が成人用包丁を使用することが問題視されながらも未  

解決な状態が続いてきた中で，低・中学年児童の調理  

の機会が，生活科や総合的な学習の時間を通して拡充  

されている3、．高学年児童より身体の小さい低・中学  

年児童が成人用の包丁を使用することは，安全面や技  

能習得と作業の効率のうえで大きな問題である．先に，  

生活技能の習得は学校が保障すべきであると述べはし  

たが，包丁技能の習得には反復練習が必要であり，学  

習時間が制限された学校数育だけで技能の習得が図ら  

れるものではなく，家庭の教育力に依存するところが  

大きい．むしろ，小学校低・中学年の調理体験は，家  

ご丁   

1．緒  言   

多くの生活資材が家庭外で生産され，生産工程が見  

えにくい生活のなかで，利便性は益々優先され，簡易  

な生活器具が使用されている．このような現今の生活  

′実態において，生活技能の習得は，当面的な生活には  

不必要に見られるが，主体的に生活を認識し，暮らし  

を工夫し創造できる自立した生活者の育成には不可欠  

な要素である．取り分け，健全な食生活を営むうえで，  

調理技能の果たす役割は大きく，なかでも包丁操作は  

調理操作の基本である．了▲どもの家事労働参加率が今  

より高い時代の包丁技能習得の機会は，学校より家庭  

が先行していたが，生活の簡便化と外部化が進む現代  

では，生活技能に対する家庭の価値観も多様であり，  

学校教育において保障していく必要がある．  
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用いた（表1）．   

2）使用包丁と包J▲の持ち方，作業環境   

むきもの包丁（鋼製，全長21．5cm，刃渡り10．5  

cm，最大刃幅2．8cm，重量50gの鎌形包J▲），ナビ  

も用包J－（鋼製，全長21．9cm，刃渡り10．7cnl，最  

大刃幅4．Ocm，重量100g），成人用包丁（鋼製，全  

艮30．5cm，刃渡り17．7cm，景大刃幅4．5cm，重  

165gの文化包r）を佗用した（図1）．包丁の持ち方  

庭での練習のトリガー的な役割を担っている．   

包丁のように危険を伴う技能の習得を，集団を対象  

に指導する場合は，家庭において個人を対象とする場  

合以上に，安全に配慮する必要がある．そこで筆者は，  

これまでの研究において，了▲どもの身体的側面と恐怖  

感等の心理的側面に配慮した子ども用包」▲の開発に取  

り組み，包丁の重さと柄の太さを工夫することにより，  

切断時の力の負担が軽減されることを明らかにしてき  

たl ．研究の成果を活かして開発した子ども用包丁  

は，一般に市販されている子ども用包丁と刃渡り・全  

長は同程度であるが，市販のf一ども用包丁の重さが  

60g前後であるのに対して100gと重めに仕上げてあ  

る．また，刃渡りが短い包J■に細い柄を付けると切断  

時の負担が人きいことから，市販の了▲ども用包J－より  

も太Rの柄を取り付けた．   

本研究においては，開発した子ども用包J‘（以下，  

子ども用包丁と記す）を使用して練習を行った際の技  

能習得へ及ぼす効果を検討することを臼的とした．比  

較対象として使用した包」一は，子ども用包丁より大き  

く重い成人用の文化包丁（以下，成人用包丁‾と記す）  

と，子ども用包丁に大きさは類似するが軽量のむきも  

の包丁（以下，むきもの包J‘と記す）である．具体的  

にほ，3種類の包丁を使用して練習した際の上達度を  

練習前後のきゅうり切断時の測定結果より検討した．  

また，包丁技能の習得には，被切断物の硬さや粘着性  

の影響が推察されることから，同様の3種類の包丁を  

佗用して碩さや粘着件の異なる被切断物を切断した際  

の包j●の動き等を調べた．以上の二点の実験結果をも  

とに，開発した子ども用包丁を使用した際の才支能習得  

への効果を検討した．  

2．研究方法  

（1）子ども用包丁・むきもの包丁・成人用包丁を練  

習に使用した際の上達度の違い  

1）被験者   

本学付属′ト学校の中学年児童を対象に希望者を募っ  

たところ，その兄弟姉妹，友人等が加わり総勢27名  

の応募があった．1種類の包丁を9名が使用するよう  

に，学年，身長，性別に配慮してグルーピングし，実  

験を行った．データ分析の対象とする最終的な被験者  

には，児童としての平均的な包丁才支能を有していると  

みられる児童を採用するために，最初にきゅうりを切  

断した際の切断時間が平均値の1／2以守‾の児童1名と，  

2倍以上の児童2字．を除く24名の児童の測定結果を  

表1．被験者（開発した千ども川包丁・むきもの包」一・  

成人用包J「を練習に使用した際の上達度の違い）  

佗用した包丁   学年  性別  身長（cm）  

低学年  

低学年  

中学年  

中学年  

中学年  

中学年  
高学年  

女
女
 
男
女
 
女
 
女
 
女
 
 

n
U
 
〔
X
U
 
8
 
2
 
4
 
Q
U
 
O
 
 

2
 
 
り
⊥
 
 
3
 
 
3
 
 
3
 
 
3
 
 
C
U
 
 
 

成人用包丁  

（7名）  

平均  135．7  

標準偏差  11．5  

低学年  

低学年  

低学年  

中学年  
しi】学年  

中学年  

中学年  

女
女
 
男
女
女
女
∵
女
 
 

123  

124  

125  

130  

129  

132  

141  

開発した子ども  

用包」▲（8名）  

中学年  女  148  

、ド均  131．4  

標準偏差  8．3  

女
 
女
 
女
女
 
女
 
男
女
 
女
 
女
 
 

低学年  

低学年  

低学年  

中学年  
中学年  

中学年  

中学年  

中学年  

高学年  

119  

123．8  

128．4  

138  

140  

141  

148  

152  

162  

むきもの包丁   

（9名）  

平均  139．1  

標準偏差  13．0  

3つのグループ間の身長に関する・元配置分析結果：F値  

0．8汎〝佃0．43で有意差なし．   
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間■碧Lた十ども用包丁の招能朋柑への効果  

は搾りこみ式を基準に各自の持ちやすい方法とLた．  

作業台の高さを身長15ncm以下は拓き70cm，150  

亡ml‰仁は高さ呂0亡mとLた．   

3〕＝旺切断物   

拡切断物にはきゅうりを使用Lた．へたを切り鮪と  

したきゅうりの端から10亡mに．‖印とLてホ糸を  

巻き．2～3mm柑悪の滞切りの輪切りを得うことを  

指ホLた．維閂には既価の研究結果に倣い5％損腔の  

粉寒天ゲルを2．5亡m牢l杵に■幣形Lて川いたh．   

4〕某験の手順   

拍初にきゅうり1日cmを2、3mmの借切りの輪切  

りにした．次に，純門とLて∴寒天ゲル引1Jいて2、3  

mm程度の薄切りを20分躍度円い．練円後に再び10  

亡mのきゅうりを切断した．   

5）切片の測定項目  

▲切断所要時間：把切断物1亡l亡mの切断に要Lた令   

昨軋  

・切断枚数：枚数は破損Lていない切片を放えた．  

■厚さ：デジタルノギスでlトL価を制定し∴切断初暦・   

小・終わりの各5壮ずつの平均肺を手宗JIJLた．  

■1切けの叩均切l析時問：所■葦時間を切l析校数で除L   

て罪亡tiLた．  

tl分間あたりに切断できる枚数：切断時間と切断・枚   

数より．1分間、11たりに切断できる枚数を算出Lた．   

6）・データの解析   

統計解析アドインソフト「エクセル統計2002」（社  

会十17報サービス株式会社）を他用した．  

は■ イ・ども用包丁・むきもの包丁・成人用包丁によ  

る拙前件や碓さの異なる拡切断物の切断  

1〕抵験新   

本草付属小学校中・■芦牛児頓にクラス抑†tを通じて希  

ギミ君を詰ったところ，6名のJ芯茹があった．測定を行っ  

た結果，男児1名の切断時間及び職儲が平均偶の芋廿  

で．他の児偶の測定結果より火帽にずれていたことよ  

り，データの分析には，5寺1けユ千2名，女子3名）  

の情を探糊Lた．佗終被験者の身氏は136．7±2．Ocm  

いド均±標準偏岸：〕である．   

2〕佗JIJ也」‘と包丁の持ち方．作菜環境   

相述・こ11の2〕と同帆   

3）＝弛切断物   

抵切断物には，バナナ，きゅうり．だいこん．にん  

じんを佗用Lた．バナナときゅうりはそのままの形状  

で佗用Lt だいこんとにんじんは約2，5亡m角柱に幣  

形Lてmいた一∴10仁mの被切斬働を2、3mm程度  

の厚眉に切断することを指示Lた．包■J■の性別順の違  

いが実験結果に影群を与えないように配慮L，被軟骨  

により順番を変えた．被切断物の順番については使用  

Lた包J一の種類に関係なく，柔らかい祇切断物から硬  

い祇切断物になるようにLた い†ナナ→きゅうり→だ  

いこん・ヰにんじん）．   

4）切片の測定項【1   

切断所要時間，枚数，1ゾさ．1分間あたりに切断で  

きる枚数：前述＝lの5）とト1梯．   

5〕動作解析〔l珂2）   

デジタルビデオカメラで撮影した峡憮を．二次元動  

作分析ActIma酢r2Dd（配光元A亡ty株式会社）を  

用いて分析Lた．分析に珊トーた映儒は，切り始めから  

5．6根切り進んだ時点で．包丁の刃が椎切断物に搾  

Lた時点を暁憶分析開始とL，3柁切断L終えて，刃  

がまな糎に措Lたl牲正を映像分析終JとLた．マーか－  

卜指：むき喜一の臼l‾．中指こ手ど且川包】■，lご陀：成人川包】■  

阿1．僅相Lた包■】‾  囲lよ：動作解析の分・析ポイント  
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包丁を使用して練習することにより，短時間に切断で  

きるようになることがわかった．図7に包丁別に各被  

験者の練習による成果を示した．凶の縦軸は練習後の  

厚さの、ド均値から練習前の平均値を減算した値であり，  

マイナスに向かうにつれて練習により薄く切断されて  

じl1  

を包丁の峰部分に近い箇所に，刃と平行に引き，上下・  

左右の動きを分析した．L下の動きでは包丁▲を振り 卜  

げたとき，左右の動きでは包丁を右へ動かしたとき  

（切り進むのに対して逆の方向）に正値を示す．図3  

は，切断時間と非切断時間をホした変位量の図例であ  

る．切断時間と非切断時間については，被験者1名に  

つき2枚の切片の切断の時間を採用した．   

6）データの解析   

先と同様の統計解析アドインソフト「エクセル統計  

2002」（社会情報サービス株式会社）を使用した．  

3．結果及び考察  

（1）子守も用包J‘・むきもの包丁・成人用包」‘を練  

習に使用した際の上達度の違い   

子ども用包丁を使用して練習を行った際の技能習得  

への効果を，成人用包丁及びむきもの包J‘の傾用時と  

比較検討するために，寒天ゲルによる練習の前後に切  

断した10cm分のきゅうりの切片の厚さと切断枚数，  

1切片の平均切断時間を測定した（図4～6）．切断枚  

数は，破損した切片を除き，完全な形の切片の枚数を  

敢えているので，厚さとの間に相関はあるが，被切断  

物10cmを枚数で除した数値が厚さの値と一致する  

とは限らない．厚さ（図4）については，2群の母、ド  

均の差の検定（対差♭のある場合）を行った結果，有意  

差が認められ，むきもの包丁と子ども用包丁を使用し  

て練習することにより，薄く切断できるようになるこ  

とがわかった．切断枚数（関5）についても同様の方  

法で検定を行った結果，有意差が認められ，子ども用  

包J▲を使用して練習することにより，枚数を多く切断  

できるようになることがわかった．1切片の平均切断  

時間（図6）についても有意差が認められ，むきもの  

むき卓，リ）邑J  「どし川i＝一  成人用と＝  

きゆうり川cnl（7〕切断，＊＊p＜00】、＊：pく005  

図4．練習の効果 厚さ  

ヽ11t、l－h  

（州  

く■、  

40  

うn  

20  

】0  

0  

Jごき≠）げ）山J  ／▲ともH！邑】  成人什包」   

きゆうり10cmの切断＊．p＜ノ005  

図5．練習の効果 切断枚数  

Second  

4  

3  

2  

1  

0  

むき阜，の包丁  戸ども用包丁  成人用包丁’  

きゆうり10Ⅷの切断，＊p＜0．05  

凶6．練習の効果1切什の、ド均切断時間   

切断時間  

図3．動作解析の切断時間と非切断時間  
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1分間J〕七川柳枚数練習後組習が（枚）  

第4象限の被験者の割合を，丹比率の差の検定 川側）に上り検定Lた結果，「むきもの包J‘」と「成人   

用包」▲」，「子ども用包TJと「成人用包j‘」〔J川田こ5％の有農水準で差が認められた，  

図7．1分間あたりに切断できる枚数と厚さの練習前後の差  

いることになる．図の横軸は練習後の1分間あたりの  

切断枚数から練習前の枚数を減算した偵であり，値が  

増加するにつれて，練習により多く切断されているこ  

とになる．すなわち第4象限にプロットされた被験者  

は練習により1分間あたりの切断枚数が増え，薄く切  

れるようになったことを表している．第4象限に位置  

する被験者は，むきもの包丁では9人中8人であるが，  

そのうち4人は横軸付近に，1人は縦軸付近に位置し，  

中央部に位置するのは3人であり，被験者が広く散布  

している．子ども用包丁では8人中7人が第4象限に  

位置し，横軸付近に位置するのは1名で，縦軸付近に  

2名位置し，中央部に位置するのは4名で，散布状態  

は，むきもの包丁や成人用包丁に比べると小さい．成  

人用包丁については，第4象限に位置するのは7人中  

（173）  

3人であった．   

以上の結果より，20分間の練習により，成人用の  

大きさ・重さの包rより，むきもの包丁や子ども用包  

丁を用いたほうが，より早く，薄く切れるようになる  

こと，また子ども用包丁は，むきもの包丁に比べると  

習得状態にばらつきが少ないことがわかった．  

（2）子ども用包J∴むきもの包丁・成人用包丁によ  

る粘着性や硬さの異なる被切断物の切断   

包J▲才支能の習得には，被切断物の粘着性や硬さの影  

響が推察されることから，子ども用包丁，むきもの包  

丁，成人用包丁を使用してバナナ，きゅうり，だいこ  

ん，にんじんの切断を行った．切断枚数の結果を図8  

に示した．二元配置分散分析（重複あり）の結果，サ  

ンプル数が少ないために包丁間と被切断物間の両者に  
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有意差は認められなかったが，「きゅうり」と「だい  

こん」において，子ども用包丁で切断した際の枚数が  

多い傾向にあった．   

凶9は被切断物10cmを切断するのに要した仝時  

間である．先の枚数と同様に包丁‾聞及び被切断物間に  

有意差は認められなかったが，包丁間のデータのばら  

つきの違いを2群の等分散性の検定（F検定）により  

調べた結果，むきもの包」‾と子ども用包丁の間に，チ  

ビも用包］‾と成人用包丁の間に差が認められ，子ども  

用包丁に比べると，むきもの包J‾や成人用包丁を使用  

した際の切断時間のばらつきが人きいことがわかった．  

にんじんを切断した際の包」‾の上下の動きのチャー  

トの例を同10に，その際の左右の動きのチャートを  

図11に′jミした．岡ホしたチャートの被験者の切断枚  

数・惇さ・切断時間の値は被験者全員の、ド均値に近似  

している．図10の包J‾の上Fの動きにおいて，r・ど  

も用包丁は，上部への変位量が成人用包」▲に比べると  

少なく，速度と加速度は，むきもの包丁や成人用包丁‾  

より人きい傾向にある．このことは，包」一の動きに無  

駄が少なく勢いがあることをホしている．刃が被切断  

物に接触してから切断されるまでの，むきもの包丁と  
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被切断物：にんじん  

図10．動作解析による包丁のトトの動き   
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用包J一に比べると極めて大きかった．加速度について  

も成人用包丁には小刻みな動きが見られた．   

動作解析より硬さの異なる被切断物の1切片の切断  

時間を調べた結果を岡12に示した．包rの種類と被  

切断物閉において二元配置分散分析（重複あり）の結  

果，包丁間ならびに被切断物間に差は認められなかっ  

た．そこで，包丁ごとに被切断物の値をまとめて2群  

の等分散性の検定（F検定）を行い，個人差の大′トを  

示す包丁間のデータのばらつきの違いを調べた結果，  

むきもの包j▲と子ども用包r間，及び，むきもの包J  

と成人用包丁の間に差が認められ，子ども用包丁や成  

人用包丁に比べるとむきもの包」▲を使用した際の切断  

時間のばらつきが大きいことがわかった．   

図13には［対12と同様に動作解析より測定した1切  

片の非切断時間の結果を示した．包丁の種類と被切断  

物間の二元配置分散分析（重複あり）の結果，5％の  

有意水準で被切断物間に差が認められ「にんじん」の  

ように硬い被切断物の場合は，1切片の切断終了から  

次の切片の切断にかかるまでの時間が長いことがわかっ  

た．包」‾間のデータのばらつきについては，二元配置  

分散分析において被切断物間に差が認められたことに  

よi），被切断物別に検定した．その結果，「きゅうり」  

と「だいこん」の切断時に，子ども用包丁がむきもの  

包rに比べてばらつきが少ないことが認められた．先  

に示した同9及び図12と図13の切断時間に関してチ  

ビも用包丁のばらつきが少なかった結果は，限られた  

時間内に集団で包丁練習する場面において，巧緻性の  

個人差に関係なく，どの児童もl司じような時間内に練  

成人用包丁の速度と加速度が小刻みになっており，動  

きに揺れが見られる．その理由として，むきもの包j▲  

のように軽量の包丁では力の負担が大きいためであり，  

成人用包丁では，包J■の大きさに対する恐怖感が動き  

を小刻みにさせていると推察する．このような傾向は，  

特に，だいこんやにんじんのような硬い被切断物の場  

合に著しく見られた．図11の包丁の左右の動きの変  

位量については，成人用包丁がむきもの包丁や子ども  
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（動作解析より測定）  
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ことを報告している．本実験における上卜の動きにつ  

いては，図10の速度及び加速度の動作解析のチャー  

トに見られるように，むきもの包丁と成人用包」▲に細  

かい動きが多い．左右の動きについては，同様に成人  

用包J一の動きが大きかったことから（図11），硬めの  

被切断物を用いて包J▲の練習を行った際も，形状は小  

ぶりではあっても，重さのある子ども用包J‘の使用が  

効果的であることを確認した．  

4．要  約   

筆者が開発した子ども用包J▲を使用して練習を行っ  

た際の技能習得への効果を検討するために，開発した  

子ども用包J■（戸ども用包丁），成人用の文化包」一  

（成人用包」▲），ならびに市販の子ども用包丁に大きさ  

と重さが類似しているむきもの包丁（むきもの包丁）  

を使用した際の上達度の違いを，きゅうりを被切断物  

として練習を行い，練習前後の切断時間，被切断物の  

切断枚数，厚さより比較した．さらに，包丁技能の閂  

得には，被切断物の碓さや粘着性の影響が推察される  

ことから，バナナ，きゅうり，だいこん，にんじんを  

切断した際について，上記の測定項目の他に，動作解  

析による包丁の動きの違いについて比較検討した．  

1）上達度については，成人用包rに比べると，  

むきもの包丁やr▲ども用包丁を使用した際に短時間内  

に薄く切断できるようになり，20分間の練習による  

効果が見られた．   

2）粘着性や硬さの異なる被切断物については，  

包丁操作時の動作解析より，子ども用包」‘の非切断時  

臥 すなわち1切片の切断終了から次の切片の切断に  

かかるまでの時間の個人差が，むきもの包丁に比べる  

と少ないことがわかった．切断時間についても，ナビ  

も用包rを使用した際の個人差は少なかった．硬い被  

切断物を切断する場合，小ぶりの包J‘では力の負担が  

大きく包J▲の動きに勢いがなくなること，成人用包丁  

のように大きい形状の包丁の場合も，包rの動きに勢  

いがなくなり，無駄な動きが多くなることを明らかに  

した．   

3）以上の結果より，了一どもの手指の大きさと把持  

力に適した大きさと重さに配慮して開発した子ども用  

包丁の使用が，包丁技能の習得に効果的であり，個人  

差が表れにくいことより，特に集凹指導に適している  

ことを確認した．   

習が進められるので，集団指導を容易にすることにつ  

ながると考えられる．   

図14はにんじんを切断した際の包J▲の上下の動き  

の変位量正伯の合計佃である．すなわち包丁が被切断  

物に接していないときの包丁の変位量である．むきも  

の包丁と成人用包丁の間に5％の有意水準で差が認め  

られた．バナナ，きゅうり，だいこんを切断した際に  

は，包丁間による差は認められなかったことから，に  

んじんのように硬いものを切断した際にむきもの包J▲  

に比べると成人用包丁に無駄な動きが多く，子ども用  

包丁は，むきもの包丁と成人用包丁の中間に位置する  

ことがわかった．   

包丁操作の熟練者と非熟練者の違いを動作解析によ  

り調べた林と柳沢7ノは，非熟練者には包丁の卜下・前  

後方向に細かい動きが多く，試料を切断してから包r  

を持ち上げる時に右側に大きく動く動作が認められた  
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図13．硬さの異なる被切断物の1切片の非切断時間  

（動作解析より測定）  
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岡14．にんじん切断時の包丁の上戸－の動きの変位量  

止値の合計値  
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